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１ だいＪＯＢセンターの支援について

（１）支援の流れ （２）支援類型
相談者の課題や状況に応じて、次の類型に
振り分け、支援の方向性を決定します。
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① 総合的で継続的な寄り添い型支援
自立相談支援員（就労支援、精神保健支援、居住支援）や家計改善支援員が、

面談だけでなく、行政の窓口・病院・ハローワーク等への同行や、窓口での手続き補助、
採用面接時の同席を行うなど総合的で継続的な寄り添い型支援を実施。

② 相談者の段階に合わせた就労支援
・就労能力はあるが、採用されにくくなっている者への就労支援
→就労支援事業（総合就職サポート事業） ※別事業

・希望職種がなかなか決められない者、就労意欲が減退している者への就労支援
→職業紹介権を活かした、市内の求人開拓、職場見学

・長期間就労から離れていた等段階的な支援が必要な者への就労支援
→就労準備支援事業 ※別事業

・障害や精神疾患が疑われ、一般就労が難しい者への支援
→病院や行政窓口への同行支援、障害福祉サービスを利用した就労支援

１ だいＪＯＢセンターの支援について

（３）支援の特徴
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１ だいＪＯＢセンターの支援について
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（６０歳以上の人、ひとり親など）
→就労支援事業

（川崎市総合サポート事業）

ＨＷの細やかな
サポートがあれば
就職可能な人
→生活保護受給者
等就労自立促進事
業の活用
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障がいや精神疾患が疑われ、一般就労が難しい人
→精神保健支援員の寄り添い型支援による障害者支
援施策の検討・活用

●段階に合わせた就労支援のイメージ
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１ だいＪＯＢセンターの支援について

支援調整会議

・就労準備支援事業
すぐに就職活動を行うことができない方に

座学のプログラムや就労体験を実施

・就労支援事業
（川崎市総合就職サポート事業）

生活困窮者
（相談者）

ハローワーク

近隣企業

関係機関

病院

区役所

住居確保給付金

相談者・支援員・市
職員などで、今後の
支援計画を作成。

失業者等に一定期間、
家賃の補助と就労
支援を実施。

総合的で継続的な
寄り添い型支援

相談者の段階に
合わせた就労支援

相談

連携

同行支援
制度利用手続き補助
制度案内

働く能力はあるが、採用されにくくなって
しまった方（高齢者やひとり親の方など）専
門の求人開拓

ハローワーク同行
協力企業開拓
職場見学
採用面接同行



6

２ 新規相談者の実績

（１）実績

（２）新規相談申込件数の属性（令和６年度）

①年代 ②性別

年度 新規相談受付件数 新規相談申込件数
R04 3,280 1,504
R05 3,141 1,620
R06 2,836 1,454

※新規相談申込件数とは、
新規相談受付件数のうち、
面接相談員による初回面接
を行った相談者数

N＝1,454 N＝1,454
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２ 新規相談者の概要
③世帯構成 ④来所経路

⑤相談内容（複数選択）

単身, 
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45%

N＝1,454
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再相談, 358

ホームペー

ジ, 19

インターネット, 
255 広報, 0

その他, 50

不明, 11
保護課, 54

地域振興課,
15

保険年金課, 5

高齢・障害課, 14

児童家庭課, 4
市税事務所, 9

その他, 234

市・区役所, 
335

N＝1,454
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３ 支援の実績

（１）寄り添い型支援者数

※寄り添い型支援（自立相談支援事業の支援
プラン作成）とは、

支援類型①－１または①－２に該当する支援

（２）就労支援

（３）一月当たりの訪問同行件数

※訪問同行とは、
継続支援者に対する区役所等の窓口への同行
支援や居宅への訪問、区役所の出張相談

※だいＪＯＢセンターの就労支援については、
Ｐ３を参考
就労支援対象者は原則、支援類型①－１とした方

年度 寄り添い型支援者数
R04 638
R05 515
R06 465

年度 訪問同行件数
R04 135
R05 99
R06 97

R04 R05 R06
就労支援対象者 248 285 359
就労決定人数 156 148 215
就職率 62.9% 51.9% 59.9%
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３ 支援の実績

（４）センターの支援を通じて状況が改善した割合

※センターで支援プランを作成して支援をした
者について、初回評価時から最終評価時にお
いて「意欲・関係性・参加に関する状況」「経済
的困窮の改善に関する状況」「就労に関する状
況」の３項目のうちいずれかが向上した者の割
合

年度 状況が改善した割合
R04 89.0%
R05 90.6%
R06 93.6%
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３ 支援の実績

（４）家計改善支援事業

①新規相談件数と家計改善支援事業プラン作成件数

②支援内容（令和６年度）

家計管理, 43%

債務関係, 20%

税・保険料等の

滞納, 14%

社会保障給付, 
10%

貸付相談, 5%

その他, 8%

年度 新規相談件数
家計改善支援事業

プラン作成件数
R04 302 165
R05 252 114
R06 248 106


